
池や沼に生える多年生の水草である。根茎は泥の中を長くはい、それから太く長い茎を出す。葉は卵形ま
たは円形で径5-10cmになり、やや厚く縁に波状歯牙があり、表面は緑色、裏面は紫褐色で、柄は長く、基

部が鞘状になる。萼裂片は広披針形で長さ8-15mm、やや厚質である。花は6-8月で、花柄は3-12cm、花

冠は径3-4cm、黄色で5深裂し、裂片の先はへこみ、縁に長い毛がある。

神戸市の生育地は消失したが、その他の場所で確認さ
れている。また、逸出個体も増えている。現在みられる
個体群の多くが逸出によるもので、東播磨の1集団の
みが本来自生していたものと考えられる。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、稲美町、姫路市、豊岡市、丹波市、洲本市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ミツガシワ科

兵庫県ランク…アサザ
環境省ランク… NTNymphoides  peltata  (S.G.Gmel.) Kuntze


